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日本にお ける子 ど もの 戦い ご っ こ 遊び の 変遷

1．研究 目的

O 峯　克政

（ひ さみ 幼 稚 園）

　現在、保育所や幼稚園で よ く見られ る遊び の
一

つ とし

て、ヒーロ ーなどにな りき っ て行う戦い ごっ こやサ ッ カ

ー
の よ うな集団 で 対決す る遊びが 挙げられ る。そ の よ う

な子 どもの 戦い 遊 びは、そ もそ も 日本 の 古 い歴 史の 中で

い っ 頃発生 し、時代と共にその 形式や内容は どの ように

変化 して きたの だろ うカ  当研究は、その 変遷を各時代

の祉会的背景に も着 目 しな が ら 、 主 に古代か ら近代にお

ける絵画資料や文献資料に 基づ い て明らh9 こ して い くこ

とを 目的とする 。

2．研究方法

　 子 どもの 戦い 遊びの 様子が描き出されて い る古代か ら

近代までの 絵画資料と文献資料を中心に追究 してい く。

各時代の 社会背景に も着目しなが ら、それらの 遊び内容

の 特徴を分析 し、戦い 遊びの 変遷をた どっ て い く。時代

区分は古代 （奈良 ・平安時  、中世 （鎌倉 〜 安土桃山時

代 ）、近 世 （江戸 時代）、近 代 （明 治時代） とす る。

　 さらに本研究で は便宜上、子どもの 年齢区分は、背 ・

髪型 ・服装などを参考に して 、赤子を 「乳児」、乳児期過

ぎか ら6歳位までを 「幼児」、7歳か ら 12歳位まで を 「児

童」 として 区分する。また、階層差が生 じ る可能性が あ

るため に、古代 ・中世は貴族 と庶 民、近世は武士、町人、

農漁村民、近代は 上流家庭と一般家庭に 分けて 考察する。

3．結果と考察

1．古代 ・中世 の 戦い 遊び

　まず戦い遊び の 起源をなすもの として 、 端午節に集団

で左右に 分か れて河原や路上で石 を投げ合う「印地打ち」

が挙げられ る。この 遊びは平安時代には大人が邪気祓い

を目的として行っ て い た もの とい う説もあ るが （1）、『年

中行事絵巻』巻13 に、・庶 民の 子 どもた ち が大人 の 中に

入 り、菖蒲を兜や刀 に見立て て石 を投げて い る姿が見 ら

れ る 。 当時は菖蒲も邪気祓い の 要素を含ん でい た ようだ

が、加藤理 氏も述べ て い る ように、子 どもたちが当時の

社会の 象徴で もあ る武 士の 合戦 を真似て 遊ん で い た こ と

柴崎正 行

（大妻女子 大学）

が 大い に考 え られる （2）。その
一
つ の 根拠として、文学

作品の 出現が 挙げられる。 鎌倉時代には 『平家物語』や

『曾我物語』などが記され、武士の 生き方などが後世に

語 り継が れ る よ うに な る。当時も琵 琶法師や女盲か ら庶

民 の 子 どもた ち もそれ らの 物 語 を聴 くこ とがで きた た め、
子ど もた ちがその 様子をイメ

ージ して、武士 とい うもの

に憧れ を抱い て戦い 遊び を行っ て い た と思われる。そう

して本来、祭礼的な大人の 遊び であ っ た 「印地打ち」は、
室町時代に は子どもの 主要な遊びになる。 室町時代の 小

歌 「兎角子 供薗 の 中に 「弓矢つ りツ 、 ミ。五月が オ ジ

ャ レハ 竹馬 二 打ノ ッ テ 印地 シ ョ 印地 シ sJ とあ り、子 ど

もた ちが、印地 打ちをする様子が窺え る。

　また、平安時代には，ス ポーツ的要素の ある 「毬杖」

とい う戦い 遊びがあり、その 様子 は 『年中行事絵巻』巻
1や 晒 行物語絵巻』等に見られ る。毬杖は正 月 に行う

もの で、柄の つ いた槌で木製の 毬を打っ 現在の ホ ッ ケー

の よ うな遊び で、貴族 の 打毬か ら派生 したもの で ある。

ll．近世の 戦い遊び

　 江戸時代になると、戦い 遊びの 様子が、浮世等の 絵画

に多く見 られ るよ うになる。 『月次の あそU朝には児童（男

子 ）が二 手に 分かれ て 印地打ちをする様子 が 描か れてお

り、『絵本大和童』には刀 や石 を持 っ て 戦い 遊びをす る

6 人の 児童が 見られ る。こ れ らの 戦い 遊びが 行われ たの

は、古代
・
中世か らの 遊び の 伝承と共に、当時の 文化 が

影響 してい るこ とが考えられ る。まず、18 世紀前半に

出版された児童読物としての赤本の 登場が ある。『桃太

郎』『猿蟹合戦』『太平 記』な どが あ り、庶民の 子どもた

ちも容易に 買 うこ との で きた絵本で あ る。 また 18 世紀

後半に は軍 記物や仇討物を題材とす る黒本も出版され た。

これらの 戦い の 場面を見た子どもたちが、そ の様 子 を真

似て 戦い 遊び に興 じた こ とが考えられ る。そ して 古代 ・

中世の よ うに単に武士とい うもの に憧れるだ けで はなく、
源義経や足利尊氏、楠正成等ヒーロ

ー
を特定化 してい っ

た こ とも考え られる。

　また江戸時代にな っ て 流布 した能や狂言を真似て遊ぶ

姿も確認で きる。勝川春朗の 『風流見立狂言 し どう方角』
には、狂言の 曲 目 「止動方角j の 場面を真似て 、春駒や
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「

菖蒲刀 を用い て 戦い ごっ こ をす る 3 人の児童が描かれて
』

い る 。 北尾重政の 「頼光山入遊 び第二羅 しょ うもん 亅 に

は 、 能 「羅生門J の 戦い の 場面を模倣して遊ぶ児童 4人

の 姿が見られるe

　また、わ が国の 最初の 体系的育児書ともい える香月牛

山め 『小 児 必凄 養育草』巻 6 に、「小児に 破魔弓 ・羽 根 ・

紙鳶 ・竹馬 ・殿事 ・炊事などの 遊戯の させ かた …　 j

とある。こ こ に記され た殿事とは、武をまねる遊びで あ

り、武士 を摸倣し戦い ごっ こ をする こζ炉幼児 ・
児童期

に 体験 させ るべ き遊びの
一

つ とされて いた こ とがわか る。

　ス ポー
ツ的 な戦い 遊び は、江戸初期に 現れた 「ぶ り＄

り∫とい う毬杖に似た遊 びが ある。『絵本大和童』や 『難

波鑑』に は、そ の様子 が見られる 。 道具も改良され、よ

り競技的なもの になっ て い るこ とがわか るc また貝原益

軒の 『和俗童子訂仙 に 「小児の 時、紙鳶をあげ、破魔弓

を射、狛をまわ し、毬打の 玉 を打ち …　 只 い とけなき
・

とき、好めうはか なきたわぶ れに て 、年よ うやく長 じ て

後に、必ずすた るもの なれば、心術におい て 、害な し
。

−
」

とあり、毬打 （毬杖｝が 当時の 子 どもの遊び とし て 容認

され てい たこ ともわか るe その 他に、雪合戦 ・松葉合戦

をする様子が 『絵本大和劃 に描かれてい る。

　ところで近世の こ れらの 戦い 遊びは、
’
子どもだ けで 遊

びを展開 して い る点や男子の 児童の 遊ぶ 姿が多く見 られ

た こ とが特徴として挙げられ る。

皿，近代の 戦い 遊び

　近 代になる と、軍国主義教育が強まる中で、戦争 ごっ

こをする子どもたちの姿が多く見られるようになる。国

周の 「若君お庭の 遊」 にば春駒に跨り
一
人で戦い ごっ こ

をする幼児が描かれ て い る。『風俗画報］に掲載 され た 山

本松 谷の 「新年 軍人 留守宅亅 には上流家庭の 幼児が 軍人

にな りき っ て戦 い ごっ こをする様 子力q苗か れて い る。同

じく 『風 俗画報』の 山本松谷の 作品には、店先の 路上で

太刀や国旗を持っ て戦争ごっ こをする
一

般家庭の 幼児ま

たは児童の 姿が見られ る。また、山本松谷の 『ジ ャパ ニ

ーズチル ドレン』に は銃や ラ ッ
パ の おもちゃを持っ そ列

になっ て大勢の 異年齢の児童たちが兵隊ごっ こをする様

子がある。その 持ち物や服装か ら上流家庭と
一
般家庭の

子どもが 入り混 じっ てい る よ うに見え る。 宮川春汀の 絵

画には一般家庭の 児童 11 人 が二 手 に分か れ て戦い こ っ

ごをする姿があ る。児童た ちは、篠 を木刀 に 見 立て 、紙

で作っ た兜をか ぶつ たり、軍服の ような衣服をきた り、

木馬を引い てい たり
’
してい る。い ずれの 絵画もその 格好

か ら児童た ちは武士や軍人に強い 憧れ を抱い て い るよ う

に見える。 こ の よ うに、明 治期の男子た ちが、年齢や家

族階級 に問 わず、色々 な場所 で幅広 く戦争ごっ こ を して

い たこ とが わか る。

　平出鰹二郎 （こ うじろ う）『東京風 俗志』に は 「…

日清戦役の 後、児童また勇壮 を喜び、軍事 を嗜み、隊を ．

編み て足並みを揃え、軍歌を謳 うて歩き、軍帽を冠 り、
旗章を掲げ、竹枝を銃に擬 して闘うあり。…　 亅 と記さ

れ 、 太 田才次郎の 『日本児童遊戯集』 に駿河の 大将取、

甲斐の 軍人 遊び、下総 の 兵 隊 ごっ こ な どが記戟され て お

り、軍人遊びが 日清戦争以 来流行 した こ とがわ か る 。

　児童文化に も軍国主義が反映されてい る こ とがわか る。

明治期に は児童雑誌が次々 と刊行され、子どもたちの 間

に広く普及 して い く。 明治初期には 江戸末期の 絵草紙

融
一代 日調 『加藤濱正一代日記』などの 武勇伝など

が多く出回 り、明治 21年に 『少 年園』が発刊 され て か

らは 児童雑誌が広まっ てい く。 明 治 23 年には、博文館

が 『家庭教育歴史読本』とい う全 12 冊に及ぷ叢書を発

刊する。こ こ に は日本武蝋 曾我兄弟、平敦盛、菅原道

真、静御前など名臣
・
偲 臣 ・、孝子 ・．節婦とい われる人々

を讃 えた もの が多く； 第r 巻冒頭に発布されたばか りの

教育勅語 が掲載され て い るこ とか ら、子 どもた ちを忠臣

愛国へ と結びつ け る性 質があっ た こ とが明らか に なる。

こ の 叢書を皮切 りに国体の 尊厳と生き方を学ばせ るため

に歴史本が次々 と発刊され る．これ に っ い て、勝尾金弥

は、「滅私奉公、尽忠報国、これが こ れらの 読物の 根底に

あ る最高のモ ラル で あゐた 。 （略）近代国家 として の 形づ

く りを しながら、さむ らい の倫理 を子 どもた ちに尊ぶ べ
幽

きもの、守 るべ き道と して、強調 して 鼓吹 して い たの で

あ る。」 と記 してい る。
　玩 具におい て も、

−
明治 20 年頃から近代化の 波が押 し

寄せ、日清戦争後は、鉄砲、サ
ーベ ル 、ラッパ 、軍隊帽

などの 軍隊玩具が流行 した 。 日露戦争後は針金製の ピス

トル やブ リキ製の 勲章が大量生産 されte また、ボー
ル

紙製の メ ン コ もか つ て の 武者絵か ら陸海軍大将の 絵に な

り、軍 人将棋が盛ん に な り、軍人 姿の 節句人形 も登 場す

る よ うに なっ た。同時に 子 どもた ちの 間で特定の 武士か

ら軍人が ヒ
ー

ロ
ー
像 に移 り変わ っ てい っ たこ とがわか る。

　明治期 にお ける軍国主義とい う国や大人の 意識が、子

どもの 遊びに色濃く反映 して い っ たの である。

　こ うして 子どもたちは各時代を通 して、大人や文化、

国家体制等に影響を受けながら、 時の ヒーロ ーに憧れを

抱い て 戦い ごっ こ遊び をしてい た こ とが明らか になっ た。

　戦争ごっ こ の 他にも、江戸時代と同 じよ うに、山本昇

雲の 『子 供遊び』や 『風俗 画報』な どに、児童の 男の子

たちが 二 手 に 勞か れて雪合戦や杉の 小枝をぶつ け合う遊

び も見 られ た。
、これ らに描 か れて い るの も全て男子 の 児

童であ り、彼らの 特有の 遊びで あっ たこ とが明らか に な

っ た。勝負事に興味を持ち時には激 し く戦っ て 遊ぶの は、
・

児童期の 男子の 特微で あつ た こ とが言える。

（1）　 中沢厚 『つ ぶ て 』法政大学出版局 p197 ，209
’

（2 ）　加藤理 『ちご とわらは の 生活史』慶應通信 p246

（3 ）仲新編 『日本子どもの 歴史 5』第
一

法規 p28
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